
Mac OS用 Web版付録５ データの読み込みと呼び出し 

5-1 外部データファイルの読み込み  

<Mac OS専用> 
 

【注意】Mac OS用Web版付録5-2と5-3は，別のリンクにあります． 

 

Rコマンダーは，テキストファイルやExcelファイル等の形で作成されたデータのファイルを読み込んで，分

析をすることができます．ここでは，Mac OS用Web版付録4でダウンロードした“多変量解析データセット”の

フォルダに含まれるデータファイルの読み込み方法を例にして説明します． 

なお，以下の説明は，次のコンピュータ環境を前提にします． 

 

 
 基本ソフト (OS)：Mac OS X 10.6.3 Snow Leopard 

 

外部データファイルの読み込み方法 

Mac OS用Web版付録4でダウンロードした“多変量解析データセット”のフォルダに含まれる“キャットフー

ド(ウェットタイプ)”というデータファイルを，Catfood01 という名前でR コマンダーに読み込む方法を例にし

て説明します． 

1. デスクトップ上の“Finder”のアイコンをクリックし，表示されるウィンドウで，“ダウンロード”，“多変

量解析データセット”の順にフォルダをクリックします．操作説明図M51-1のように，一番右の欄に“多変

量解析データセット”のフォルダに収められているデータファイルが表示されます．その中の“キャットフ

ード(ウェットタイプ)”というデータファイルをダブルクリックします． 

操作説明図M51-1 

 

“Finder”のアイコン 



2. 操作説明図M51-2のように，“キャットフード（ウェットタイプ）”というウィンドウが開きます．このウィ

ンドウの適当な箇所をクリックしてアクティブ・ウィンドウにすると，操作説明図M51-2上部のメニューが

表示されます．メニューの中の「ファイル」をクリックし，提示された選択肢から“別名で保存”を選びま

す（操作説明図M51-3参照）． 

操作説明図M51-2 操作説明図M51-3 

 

3. 操作説明図M51-4のウィンドウが開きます．“標準

テキストのエンコーディング”の右の欄にある矢

印をクリックし，表示された選択肢から 

操作説明図M51-4 

Unicode (UTF-8) 

を選び，右下の   保存  をクリックします． 

4. 操作説明図 M51-5 のウィンドウが開くので，右下

の  置き換え  をクリックします．  

操作説明図M51-5 

 

5. “キャットフード（ウェットタイプ）”のウィン

ドウに戻り，左上の赤丸×印をクリックして，こ

のウィンドウを閉じます（操作説明図 M51-6 参

照）. 

操作説明図M51-6 



【参考】手順1から手順5は，データファイルの文字コードを変換する作業です．Mac OS上のRコマンダーは，文字コードをUTF-8

にしないとデータファイルを読み込むときにエラーを生じるようです． 

6. Mac OS用Web版付録3「Rコマンダーの起動と終了」の手順にしたがって，Rコマンダーを起動します． 

7. Rコマンダーのウィンドウ上部を表示した操作説明図M51-7において，メニュー（ファイル，編集，データ，

…，ヘルプと表示されている行）から「データ」を選び，提示される選択肢から「データのインポート」→

「テキストファイルまたはクリップボード，URL から…」とクリックしながら進みます．操作説明図 M51-8

のウィンドウが開きます． 

操作説明図M51-7 

 

8. 操作説明図M51-8 のウィンドウで，“データセッ

ト名を入力:”の欄に Catfood01 と入力し，デー

タファイルの場所では“ローカルファイルシステ

ム”，フィールドの区切り記号は“空白”のまま

にします．その上で，左下の  OK   をクリック

します． 

操作説明図M51-8 

【参考】操作説明図M51-2で見るデータファイルにおいて，データがカンマ“ , ”記号で区切られている場合は（CSV形式という），

手順8でフィールドの区切り記号の箇所で“カンマ”に印をつけます． 

  



9. 操作説明図M51-9の“Open”のウィンドウが開く

ので，“Downloads”のフォルダをダブルクリック

します． 

操作説明図M51-9 

10. 次に表示される操作説明図 M51-10 のウィンド

ウでは“多変量解析データセット”のフォルダ

を，その次に表示される操作説明図 M51-11 の

ウィンドウでは“キャットフード（ウェットタ

イプ）”のファイルをダブルクリックします． 

操作説明図M51-10 操作説明図M51-11 

11. Rコマンダーのウィンドウが前面に現れます．操作説明図M51-12のように，Rコマンダーのウィンドウに 

次の2つが表示されればデータファイルの読み込みは成功です． 

 ウィンドウ左上部の“データセット：”の欄にCatfood01と青で表示 

 ウィンドウ下部にある“メッセージ” という箇所に次の表示 

メモ: データセット Catfood01 には 7 行、43 列あります． 

【注意】これらの表示は，“キャットフード（ウェットタイプ）”のデータファイルを“Catfood01”という名前で取り込んだ場合のも

のです．“データセット：”の欄の名前は，操作説明図51-8の“データセット名を入力:”の欄に入力した名前になります．

また，“メモ：”における行数と列数は，読み込んだデータファイルによって異なります． 

  



操作説明図M51-12 

 

12. Rコマンダーのウィンドウ上部にある  データセットを表示  ボタンをクリックすると，読み込んだデータ

内容を表示したウィンドウが現れます．そのウィンドウを見れば，データファイルがRコマンダーにきちん

と取り込めているかどうかを確認することができます． 

 

Mac OS用Web版付録5-1おわり
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